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topics

１ 医療系産学連携業務に関する課題
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医療関連製品の開発プロセスの特殊性

承認申請
審査

臨床試験基礎研究 承認非臨床試験

製造販売プロトタイプ

医薬品・医療機器・再生医療等製品

一般的な工業製品

保険収載

製造販売

開発研究基礎研究

2~3年 3〜５年 3〜7年 約１年
9~17年

特殊性：開発期間の長さ・コストの大きさ・医薬品医療機器等法での規制・医療保険償還制度 等

→アカデミア（医療系）は多様な局面で産学連携が要請される

第Ⅰ相 第Ⅱ相 第Ⅲ相
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引用：文部科学省大学等における産学連携等実施状況について 令和３年度実績

◆共同研究 …大型案件 (1件あたりの研究費受入額）が推進

➢ 上位30件中10件が医療系大学（右記参照）
➢ ２６医療系大学の平均が、８６国立大学の平均を上回る（下記参照）

R3年度新規共同研究
1件あたりの直接経費

国立大（86）平均 医療系国立大(4)平均 医療系大（26）平均

2,649(千円／件） 2,069(千円／件） 2,735(千円／件）

◆治験

出所：文部科学省大学等における産学連携等実施状況について 令和３年度実績から抽出・集計

…R3年度19,121(百万円）、前年度比＋1.5％
引用：文部科学省大学等における産学連携等実施状況について 令和３年度実績

我が国の医療系産学連携の現状
ー文部科学省大学等における産学連携等実施状況調査（R3実績）よりー

→医療系アカデミアには、臨床活動（治験）のみならず、基礎研究に対する
期待は大きく、大型共同研究が推進されている。

New drug approvals
(FDA 1998-2007)

By discovering organization
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出所：文部科学省大学等における産学連携等実施状況について 令和３年度実績から抽出・集計

ー文部科学省大学等における産学連携等実施状況調査（R3実績）よりー

◆ノウハウ …活用率高い

マテリアルの活用 国立大（86）平均 医療系国立大(4)平均 医療系大（26）平均

総件数 18（件） 33（件） 5.5（件）

総収入 5,981(千円） 18,871(千円） 3,204(千円）

1件当たりの収入 320（千円） 563（千円） 578（千円）

ノウハウの活用（国内） 国立大（86）平均 医療系国立大(4)平均 医療系大（26）平均

総収入 3,702(千円） 4,224(千円） 761(千円）

◆マテリアル …活用率高く、マテリアルの価値が高く評価されている

→医学研究・臨床現場には、産業や社会に波及し得る知的資産が数多く内在しているとも言えるのでは

我が国の医療系産学連携の現状

国内特許
一権利当たりの収入

国立大（86）平均 医療系国立大(4)平均 医療系大（26）平均

328(千円） 477(千円） 568(千円）

◆特許 …一特許の価値が高く評価されている
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Ref. YAKUGAKU ZASSHI 142, 75-84 (2022)

→特許活用実績上位機関の平均が2.6名に対し
下位機関の平均は1.2名と2倍以上の差

□医療系特許出願担当者の前職の業界

→医療業界出身者が占める割合が、特許活用実績
上位機関では50%に対し下位機関では38%

いる, 17, 55%

いない, 14, 

45%

□医療系出願担当者の有無

経験有り

52%

経験無し

48%

□医療系出願担当者の前職での経験の有無

⇨ 医療系出願担当者を配置することによる効果が確認

□医療系特許出願担当者の配置状況

医療系産学連携業務に関する課題

◆医療系知的財産業務に関する課題

ーmedU-net・製薬協・AMEDがmedU-net会員大学等(31機関）に実施した実態調査(2020)結果よりー

⇨ 医療系出願担当者を十分配置できていないことが明らかに
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調査期間：2021年7月1日〜7月15日
回答数：102名

61

63

51

27

24

19

24

46

47
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プロジェクトの作り込み（協業先企業の探索・条件交渉、など）

プロジェクト推進のマネジメント

法務対応

臨床研究のサポート（倫理審査等）

利益相反

契約

知財

リスクマネジメント

産学連携に関わる広報活動

その他

◆自組織で不足している医療系産学連携機能（複数選択可）

ーmedU-net医療系産学連携業務に関する調査(2021)結果よりー

医療系産学連携業務に関する課題

知的財産以外にプロジェクトの作込みやプロジェクトマネジメント機能含め、医療系産学連携機能が不足
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医療系の特殊性を踏まえた体制構築の重要性

医療イノベーションプロセスの特殊性

基礎研究から実用化までにかかる時間の長さ・コストの大きさ

創薬系を中心に知財管理（出願戦略・導出戦略）が特殊、ライセンスの困難性

医療系産学連携の特殊性

産学連携スキームの特殊性（大型共同研究・マテリアル・ノウハウの活用等）

人を対象とする研究・規制対応の必要性・極めて高い安全性と倫理

医療系特有のリスクマネジメント(法令遵守・COI・RS等）

医療系研究者の特殊性

研究者であると同時に、医療者（製品のユーザー）であることも

研究時間の確保の困難性（研究・教育・管理運営 臨床）
これらの特殊性を踏まえた

支援・業務が必要

医療系スタートアップ起業の困難性

7



topics

2 東京科学大学の医療イノベーション戦略

戦略①大学に存する知的アセットのフル活用
戦略②ビジョンオリエンテッドで挑む産学共創
戦略③研究者のイノベーションマインドへの刺激
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教育力臨床力研究力

共同研究・受託研究

協働研究拠点

ジョイントリサーチ講座
（専任教員付共同研究）

マテリアルの活用

知的財産ライセンス

臨床的知見・経験

医療情報・バイオリソース

臨床研究・治験

tip:スタートアップ増強

オーダーメイド型セミナー

特別研究生制度

大学院聴講制度

オープンイノベーション共創制度（包括連携協定）

学術指導 HDP:新たな産業・社会ニーズ探索

研究・臨床のフィールド

東京科学大学の医療系産学連携スキーム

戦略①大学に存する知的アセットのフル活用
知的アセットの洗い出しとオンデマンド型の産学連携メニュー
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HEALTHTECH DESIGN PROGRAM

病院そのものをイノベーションの知的アセットと位置付けた取組

臨床フィールドの開放

2024年９月-20社が視察し3件がPJ化

病院を360°観察する仕組み：医療・ヘルスケアの新規テーマを探す仕組み
（医療者のみならず、患者・社会・環境の視点で病院のあり方を変革するテーマ）
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122011年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

2011年9月〜

ソニーとの
包括連携協定を締結

Visualized 
Medicine

2017年4月〜

ヤマハとの
包括連携協定を締結

音響・音楽と医学
の産学パートナー

シップ

2018年4月〜

日立製作所との
包括連携協定を締結

難病診断支援分野
のイノベーション

創出

2018年12月〜

日本電子・CeSPIA
との包括連携協定を

締結

クライオ電子顕微鏡
を用いて生体機能を

解明する

2020年10月〜

日本電気との
包括連携協定を締結

次世代ヘルスケア
サービスプラット
フォーム構築

2020年6月〜

メトランとの
包括連携協定を締結

ベトナムでの医療・
教育事業と本学の医
学的知見を結びつけ
る事業ベースの国際

的連携

2022年6月~

ジーシーとの
包括連携協定締結

最先端の研究と臨
床知見により、口
腔医療から健康寿
命延伸に貢献

2023年5月~

CHCPとの
包括提携協定締結

持続可能な新しい
「地域医療モデル
の創出」を目指す

2024年4月~

スギ薬局との
包括連携協定を締結

調剤併設型ドラッグ
ストアを拠点とする
ヘルスケアネット
ワークの実現

2019年6月〜

三井物産との
包括連携協定を締結

AIを活用した歯科
分野の診断・治療支
援システムの開発

2020年5月〜

キヤノン電子との
包括連携協定を締結

医科・歯科診療の
デジタルプラット
フォームの確立

2021年4月~

あいおいニッセイ同
和損保との

包括連携協定締結

健康と事故・災害リス
クに関する共同研究及
びヘルスケア・保険関
連領域での事業化検討

2022年10月~

綜合警備保障・エヌ
ジェイアイとの

包括連携協定を締結

介護領域において科
学的なアプローチに
よる新たな介護サー
ビスの創出・推進に
向けた協定の締結

2021年3月〜

三菱地所との
包括連携協定を締結

不動産等活用企画に
関する協定〜オープ
ンイノベーションと
ヘルスケア拠点の形

成を推進

2024年●月~

栄研化学との
包括連携協定を締結

がん及び感染症領
域における革新的な
臨床検査技術の開発

効果
・異業種との共創（医療への新規参入等）
・産学連携未経験の多様な研究者の参画
（学内公募若手研究者も参画し易い）

・研究止まりではなく事業への貢献

社会課題解決に向けて新規事業の創出/実装に取組む共創スキーム（15社と推進中）

戦略②ビジョンオリエンテッドで挑む産学共創：オープンイノベーション共創制度

単発の共同研究にとどまらず、研究開発〜事業化人材育成、SU創出等を包括的に推進することが目的。
企業との間で全学的な協定を結び、学内外の知的資産を活用し継続的な共創を図る仕組み。
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産学による実証事業・カンパニークリエーションの事例

神楽坂
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戦略③：研究者のイノベーションマインドを高める
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イノベーションプロモーター教員制度（医療系）

若手研究者の柔軟な発想と先端的な知見は、
医療現場や研究現場を産業界とつなぐ
知のインターフェイスとして位置づけています。

2019年9月-
イノベーションプロモーター教員のミッション

◆イノベーション関連の勉強会等に参加しイノベーションマインド醸成

◆企業ニーズに対して、興味のありそうな研究者を紹介

◆自らの研究・産学連携ニーズを発信（インタビュー記事の掲載・イベントでの発表）

・准教授以下の若手：自薦・他薦に基づき全部局から数名ずつ選抜 /医学部は全診療科から選出）
・学長名で任命（同活動は人事評価にも反映）／任期は原則2年
・企業から大学に寄せられるニーズに触れ、部局や診療科へ展開する役割

2019年9月ー
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イノベーションプロモーター教員制度の効果

イノベーションプロモーター教員制度を設置

第1期プロモーター教員 32 名を任命

第2期プロモーター教員 32 名を任命

2019

2021

2025

2024

第3期プロモーター教員 35 45 名が活躍中

◆ プロモーター教員による新規産学連携プロジェクトと特許出願

◆ インタビュー

◆ パネルセッション

◆ プロモーター教員のキャリアアップ（第１〜第２期）：64名中26名がキャリアアップ→ロールモデル出現

効果・若手のネットワークで、学内への情報発信・アウトリーチが容易
・社会実装を志向する研究者の研究意欲・イノベーション意欲に応えるもの
・実践的なイノベーション機会の提供で、学術の深化と社会的価値の創出の双方が促進

◆ 第３期キックオフ集合写真

2019 2020 2021 2022 2023

契約 出願 契約 出願 契約 出願 契約 出願 契約 出願

28 7 50 ８ 23 5 43 7 54 6
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ソフト：ネットワーキング

刺激を受ける場
BlueBirdセミナー

毎週水曜日はtipの日

第１・３水曜

アイデアを生出す場
コンテスト・WS 他

第２水曜 第４水曜

ハード：学内施設を開放

医療・ヘルスケアSUへの挑戦が生まれ・育つ仕組み

三菱地所との共同研究に基づき企画・運営

スタートアップや企業・研究者が集い
各々の知見やネットワーク・フィールドを活用しながら、
医療・ヘルスケア分野での新しい価値創出を目指す拠点

医療・研究現場を起点にしたイノベーションコミュニティ：tip

出会いの場
多職種Meetup
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tip会員／ ラボ契約数推移

会員 330名

ラボ契約率 96%

tipNewsletter登録者 

5,325名

現在

（全15区画中）（全15区画中）

145件

tip起点の産学連携プロジェクト

SU増加率： 160％増

5年間で

tipの効果
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◼ミッションの拡張と社会的役割の再定義

・第４の柱としてイノベーション推進
医療知の中核としてイノベーションを牽引する役割

◼知の結接点としての機能強化・組織の強み/特徴活かした仕掛け作り

◼イノベーションマインド・風土・文化の醸成

・研究時間の確保や働き方改革を通じた「挑戦できる環境」の整備（勤務体系・評価体系）
・不確実性を前提とした「失敗を許容する文化」の育成
・キャリアの越境を可能にする「人材の流動性と循環型キャリアパス」の構築
・次世代を牽引する「ロールモデル」の可視化と育成

医療系アカデミア発のイノベーションの可能性【私見】
ー臨床と研究の融合を強みに社会課題の解決や産業創出に資する大きなポテンシャルを保有ー

→高度医療の実装と大学病院経営の安定化を支えるイノベーション基盤の強化
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https://tmdu-tip.jp https://healthtechdesign.jp/

ご清聴いただきありがとうございました

https://www.medu-net.jp/
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